
このまちで人々のこころの豊かさを感じる９日間！！ 地域共生社会って
なぁに？

〜つながりはあふれる笑顔　 あなたのひと声から〜

誰もが幸せに暮らせるまちをめざして！！

令和６年度は、令和７年２月２２日（土）〜３月２日（日）

市地域福祉活動計画を推進する３つの委員会及び
全体の取り組みを理解するプログラム ① ② ⑨ ⑮ ⑱

第4次能美市地域福祉活動計画（令和4年度～令和8年度）を推進する市民参画の3つの委員
会の1年間の取り組みの報告と、市民団体などの支え合い、助け合い活動について話し合う機
会です。全18プログラムで開催します！！　詳しくは、当会HPをご覧いただくか、市内公共施設
に設置してあるチラシをご覧ください。

春ぽか
スタンプ
ラリー

プログラムに
参加して、
スタンプを
集めよう！
5個以上でプレゼント進呈!!

全てのプログラムに、どなたでもいくつでもご参加いただけます。
お気軽にお越しくださいね！

会場：ふれあいプラザ（他、市内各施設）

日時：２月２２日（土）〜３月２日（日）

社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和7年2月1日発行 視覚に障がいのある方等で、広報誌の
音訳テープを聞いてみたいと思われる方は、
社会福祉協議会までお知らせ下さい。

第79号

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。
この広報誌には、発行費の一部に「会員会費」「共同募金の配分金」があてられています。

◆１８プログラム◆
プログラム 主催・協力

 P2～3 特集  第20回能美市社会福祉大会
  記念講演・パネルディスカッション報告
 P4～5 共同募金運動報告
 P6 歳末お見舞金贈呈／歳末フードパントリー開催／
  フードドライブ寄付御礼
  会員会費の御礼と最終報告／福耳ネット参加者募集
 P7 相談日のお知らせ／これからの予定／寄付御礼
 P8～9 ボランティアセンターだより
 P10 「春 まち ぽかぽか プロジェクト」のお知らせ

目次

「今年もすこやかに暮らせますように」と願いをこめて

　ふれあい弁当事業を利用される対象者に、「お
せち風弁当」と「福梅」を添えて、お正月気分を
感じとっていただきました。「おせち風弁当」は
毎年、企業貢献として奈々ずし様より、また、掛
け紙は地域のボランティアや施設等に協力して
いただいています。お弁当を受け取られた利用者
の方は、「いつも楽しみにしています。」と、大
変喜ばれていました。

関連事業として　「福祉の魅力発信‼ぽかぽかパネル展示」「ぽかぽかミニコンサート」を開催！

① オープニング ……………………………………
② 聴いて・話して・つながって！……………………
③ ゆるにこひろば …………………………………
④ ひきこもり支援講演会 …………………………
⑤ 被災者から学ぶ …………………………………
⑥ ボランティア活動きっかけづくり講座 ………
⑦ 集まれボランティア！……………………………
⑧ ようこそ のみんひろばへ！……………………
⑨ つなげよう声かけ合って地域の輪 …………
⑩ ほっとあんしんサロン …………………………
⑪ 世界はともだち …………………………………
⑫ “傾聴”は、人をつなぐ 心の架け橋 …………
⑬ めざそう、足腰丈夫で ニコニコ100歳‼…
⑭ 権利擁護と財産管理について学ぼう ………
⑮ 居場所 いい場所‼ ……………………………
⑯ 人の喜びが自分の喜び…………………………
⑰ フードドライブ……………………………………
⑱ クロージング 地域福祉のつどい ……………

こころ豊かな地域づくりの会・市社会福祉協議会
こころに寄り添い合う人づくり委員会
のみ♥子育てネットワーク・市福祉課
アウトリーチ支援事業CLUE・のみワークポートりんく・市いきいき共生課
市民防災ネットワーク
市ボランティア・コミュニティ活動支援センター
市ボランティア連絡協議会
のみ♥子育てネットワーク・市社会福祉協議会
見守り・助け合い推進委員会
市介護を考える会
市国際交流協会
市傾聴ボランティア連絡会（うなづき）・たすけあいライフサポーター（えがお会）
市老人クラブ連合会 
市社会福祉協議会
くらし応援委員会
市民生委員児童委員協議会
くらし応援委員会・市社会福祉協議会
こころ豊かな地域づくりの会・市社会福祉協議会

新年にあたり
心のあたたまるお弁当を
お届けしました

新年にあたり
心のあたたまるお弁当を
お届けしました
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一　　共生の意識を深める活動
一　　安心安全のための見守り助け合いの活動
一　　あたたかいつながりの場づくりの活動

第
20
回 

能
美
市
社
会
福
祉
大
会

11
月
30
日（
土
） 

寺
井
地
区
公
民
館

『
助
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
の
地
域
づ
く
り

　
　
　
　〜
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
取
り
残
さ
れ
な
い
〜
』

こ
れ
ま
で
の「
支
え
合
い・助
け
合
い
活
動
」を

　
　   

振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
活
動
の
充
実
へ

「
誰
も
が
自
分
を
生
か
し
て
幸
せ
に

　
　
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
」

助
け
合
い
で
い
き
い
き
　地
域
の
出
番
！

【
報
告
】

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
第
一
部
で
は
、
表
彰
式
に
続
き
、
第
４
次
能
美
市
地
域
福
祉
活
動
計
画 

こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域
づ
く

り
の
会 

津
田
康
則
会
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
あ
げ
、
参
加
さ
れ
た
市
民
一
人
ひ
と
り
が「
大
会
宣
言
」

に
込
め
ら
れ
た
方
針
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
で
の
記
念
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
能
美
市
の
地

域
福
祉
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（※

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
ほ
え
み
第
78
号
に
て
掲
載
済
み
）　障がいのある子どもをもつ母親との出会いで、色んな悩みを持つ方が孤立しないように同じ悩みを共感し合えたり、情報交換が

できる居場所をつくりたいと思っていた時に、自分と同じ思いを持つ方から「子ども食堂を一緒にしよう」と声をかけてもらい、そ
れが自分の中で更に活動が広がったきっかけでした。様々な情報を幅広く伝えていく為には、色々な居場所を通して、スタッフや
参加者が共につながり合い、広げていくことが大切だと感じています。

公
益
財
団
法
人
　さ
わ
や
か
福
祉
財
団
　

　
　
　
　
　理
事
長
　清
水
　肇
子
　氏

大会宣言パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　我が国では、人口減少や少子高齢化が進み、地域における
福祉課題の複雑・複合化が顕著となっており、多様な主体に
よる、共に生き、共に助け合う地域共生社会の実現が求めら
れています。
　その一方で、地震や水害といった自然災害も頻発しており、
身近なところでは、能登半島で地震や豪雨が発生し、地域ぐ
るみでの被災者支援が重要であることが分かってきました。
　こうした中、能美市では、この20年で、各町に地域福祉委
員会が立ち上がり、自助互助による福祉課題の解決に向けて、
それぞれの地域における助け合いの活動が広がるなど、地域
共生社会の実現に向けて、日々、努力をしているところです。
　本日、ここに第20回能美市社会福祉大会の開催にあたり、
「助けたり、助けられたりの地域づくり～誰一人取り残さない、
取り残されない～」をスローガンに掲げ、 私たち住民一人ひと
りが、福祉の担い手であることを認識し、地域共生社会の更
なる実現のため、次のことに取り組んでいくことを宣言します。

第20回能美市社会福祉大会

令和6年11月30日

記 念 講 演【
要
　旨
】

　
超
高
齢
社
会
と
人
生
百
年
時
代
を
迎

え
つ
つ
あ
る
今
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
強
く
求
め
ら
れ

る
も
の
は
何
か
。

　
そ
れ
は
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合

い
、
い
か
に
誰
か
と
「
つ
な
が
る
」
か

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。様
々

な
個
人
や
団
体
、
企
業
、
専
門
職
等
と

工
夫
し
た
連
携
を
行
う
こ
と
で
、
助
け

合
い
活
動
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
自

ら
が
「
つ
な
が
ろ
う
と
い
う
力
」
と
同

時
に
、
地
域
で
の
「
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
力
」
の
二
つ
の
力
が
発
揮
さ
れ
た
時
、

地
域
力
が
向
上
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
平
成
17
年
２
月
１
日
に
能
美
市
が

誕
生
し
て
か
ら
20
年
目
の
節
目
を
迎

え
た
中
で
、
地
域
で
は
、
様
々
な
形

で
支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
が
す

す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
パ
ネ
リ
ス
ト
の

方
々
に
、
思
い
や
取
り
組
み
を
紹
介

い
た
だ
く
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
考

え
、
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
に
は
、
誰
も
が
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
誰
に
で
も
役

割
が
あ
り
、
出
番
が
あ
る
の
で
す
。
自

分
の
役
割
や
出
番
を
自
ら
で
見
つ
け
、

地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、そ
こ
に
「
楽

し
さ
」
や
「
い
き
が
い
」
等
が
生
ま
れ
、

無
理
の
な
い
柔
軟
な
助
け
合
い
活
動
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
助
け
合

い
が
深
く
広
が
る
こ
と
で
、
自
ら
の
幸

福
度
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
誰
も
が
役
割
や
出
番
を
見
つ
け
、
自

分
を
生
か
し
な
が
ら
、
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
と
っ

て
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

清水　肇子 氏
●プロフィール●

さわやか福祉財団創立当
時から参加。
情報誌『さぁ、言おう』編
集長、常務理事事務局長
を経て、2014年7月から
同財団の理事長に就任。
「助け合いで 元気に 心豊
かに！」をモットーに、超
高齢社会における新しい
社会システムのあり方、
ふれあいにあふれ、誰も
がいきいきと輝ける地域
共生社会づくりを全国に
向けて提言し、活動中。

（左から）
コーディネーター：西川 氏
パネリスト：毎田 氏　清水 氏　荒木 氏

のみ♡子育てネットワーク （つながるための居場所を創出する活動）

　代表 清水　奈津美　氏
● 居場所が人と人とのつながりをつくっていく

　地域の子育てを応援する団体「のみ♡子育てネットワーク」の活動をきっかけに、障がいがあるお子さんや障がいのある方の「ゆるにこひろば」、「不登校を
考える親の会～やわやわ～っと。～」、低所得のひとり親世帯、障がいを持つ方がいる世帯・不登校生徒を対象とした「三道山子ども食堂」で活動。また、昨年1
月からは、能登半島地震で能美市に避難された方を対象とした「じんのびカフェ」で活動する等色んな居場所づくりを行っている。

　これまで福祉に縁が無く、町会長となって地域福祉委員会活動を継続させていくことに対して不安な気持ちがあ
りました。10年ほど前に認知症の一人暮らし高齢者が徘徊時に転倒した事故をきっかけに、対策として地域住民
の情報を普段から知ることが大事であると、現在も定期的に地域福祉委員会を継続し情報交換を行っています。顔
を合わせ話し合いを重ねることで、少しずつ地域の様子が見えるようになってきました。
　今後も寄り添う気持ちと、話し合うことを大切に、小さなステップで地域課題の改善につなげていきたいです。

粟生町地域福祉委員会 （町会単位で地域の課題を把握し協議する活動）

　委員長 荒木　欣二　氏
● 地域福祉委員会で顔の見える関係づくりを

　2024年に地域福祉委員会委員長に就任。粟生町地域福祉委員会活動では、「いきいきサロン」や「街かふぇ」等の集いの場の開催、「買い
物送迎支援」等での助け合い活動を実施。2か月に1回地域福祉委員会を開催し、情報共有を行っている。

　活動を行う上で大切なことは、自分がやれる範囲で、自分が興味のあることを楽しくやっていくということです。そして、決し
て無理をせず、小さなことからやっていくということです。
　活動を続けていくうちに、色々な変化が出てきて、色々なものが見えてくるようになってきました。見えたことは、メンバー間
で情報共有を図りながら、緊密にやっていくことがとても重要だと感じています。

下ノ江ささえあい隊 （移送等を住民の助け合いで支援する活動）

　代表 毎田　雄一　氏
● できる人が、できる時に、できることを

能美市社会福祉協議会

　理事 西川　方敏　氏
● 自分も楽しみながら、自分を生かして活動すること

　10年間どこからも支援を受けられず、大量の不用品の処分に困っていたお宅に対する地域住民との助け合い活動がきっかけとなり、2020年に「ささえあ
い隊」を結成。住民同士、力を合わせて地域で困っている人を支えたいと、高齢者等のお宅の「不用品の搬出支援」や、通院や買い物等の「個別移送・外出支
援」に取り組む他、「住民の健康づくりと交流促進イベントの開催」「こども食堂」で、助け合い活動に取り組んでいる。

　地域における福祉活動に取り組む思い、問題に直面したときの解決策の模索等、時間の許す限りいろいろとお聞きしました。皆
様の参考になれば嬉しく思います。無理なく活動を楽しむ、ネットワーク（つながり）を活用する等、私自身、改めて持続可能な活
動の大切さを認識しました。

　2007年より市ボランティア連絡協議会の一員として、第1次能美市地域福祉活動計画の策定時から参画している。その後、第2、3、4次能美市地域福祉活
動計画「評価委員会」副委員長、2024年からは第4次能美市地域福祉活動計画「評価委員会」委員長に就任。また同年より、能美市社会福祉協議会の理事と
して現在に至る。

し
み
ず

け
い
こ

パネリスト

コーディネーター
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一　　共生の意識を深める活動
一　　安心安全のための見守り助け合いの活動
一　　あたたかいつながりの場づくりの活動
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れが自分の中で更に活動が広がったきっかけでした。様々な情報を幅広く伝えていく為には、色々な居場所を通して、スタッフや
参加者が共につながり合い、広げていくことが大切だと感じています。
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事
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水
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子
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大会宣言パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　我が国では、人口減少や少子高齢化が進み、地域における
福祉課題の複雑・複合化が顕著となっており、多様な主体に
よる、共に生き、共に助け合う地域共生社会の実現が求めら
れています。
　その一方で、地震や水害といった自然災害も頻発しており、
身近なところでは、能登半島で地震や豪雨が発生し、地域ぐ
るみでの被災者支援が重要であることが分かってきました。
　こうした中、能美市では、この20年で、各町に地域福祉委
員会が立ち上がり、自助互助による福祉課題の解決に向けて、
それぞれの地域における助け合いの活動が広がるなど、地域
共生社会の実現に向けて、日々、努力をしているところです。
　本日、ここに第20回能美市社会福祉大会の開催にあたり、
「助けたり、助けられたりの地域づくり～誰一人取り残さない、
取り残されない～」をスローガンに掲げ、 私たち住民一人ひと
りが、福祉の担い手であることを認識し、地域共生社会の更
なる実現のため、次のことに取り組んでいくことを宣言します。

第20回能美市社会福祉大会

令和6年11月30日
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け
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こ
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か
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強
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れ

る
も
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何
か
。

　
そ
れ
は
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合

い
、
い
か
に
誰
か
と
「
つ
な
が
る
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か

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。様
々

な
個
人
や
団
体
、
企
業
、
専
門
職
等
と
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た
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携
を
行
う
こ
と
で
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助
け

合
い
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動
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広
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っ
て
い
き
ま
す
。
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ら
が
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ろ
う
と
い
う
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時
に
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」
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二
つ
の
力
が
発
揮
さ
れ
た
時
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地
域
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が
向
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れ
て
い
く
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す
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の
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目
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動
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ま
し
た
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こ
れ
ま
で
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そ
れ
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場
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え
合
い
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助
け
合
い
活
動
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取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
パ
ネ
リ
ス
ト
の

方
々
に
、
思
い
や
取
り
組
み
を
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た
だ
く
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
考

え
、
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
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ま
た
、
地
域
の
中
に
は
、
誰
も
が
で

き
る
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す
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誰
に
で
も
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あ
り
、
出
番
が
あ
る
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で
す
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自

分
の
役
割
や
出
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を
自
ら
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つ
け
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地
域
と
つ
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が
る
こ
と
で
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こ
に
「
楽

し
さ
」
や
「
い
き
が
い
」
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が
生
ま
れ
、

無
理
の
な
い
柔
軟
な
助
け
合
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動
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と
つ
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が
っ
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い
く
の
で
す
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助
け
合

い
が
深
く
広
が
る
こ
と
で
、
自
ら
の
幸
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度
も
大
き
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て
き
ま
す
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誰
も
が
役
割
や
出
番
を
見
つ
け
、
自

分
を
生
か
し
な
が
ら
、
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
と
っ

て
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

清水　肇子 氏
●プロフィール●

さわやか福祉財団創立当
時から参加。
情報誌『さぁ、言おう』編
集長、常務理事事務局長
を経て、2014年7月から
同財団の理事長に就任。
「助け合いで 元気に 心豊
かに！」をモットーに、超
高齢社会における新しい
社会システムのあり方、
ふれあいにあふれ、誰も
がいきいきと輝ける地域
共生社会づくりを全国に
向けて提言し、活動中。

（左から）
コーディネーター：西川 氏
パネリスト：毎田 氏　清水 氏　荒木 氏

のみ♡子育てネットワーク （つながるための居場所を創出する活動）

　代表 清水　奈津美　氏
● 居場所が人と人とのつながりをつくっていく

　地域の子育てを応援する団体「のみ♡子育てネットワーク」の活動をきっかけに、障がいがあるお子さんや障がいのある方の「ゆるにこひろば」、「不登校を
考える親の会～やわやわ～っと。～」、低所得のひとり親世帯、障がいを持つ方がいる世帯・不登校生徒を対象とした「三道山子ども食堂」で活動。また、昨年1
月からは、能登半島地震で能美市に避難された方を対象とした「じんのびカフェ」で活動する等色んな居場所づくりを行っている。

　これまで福祉に縁が無く、町会長となって地域福祉委員会活動を継続させていくことに対して不安な気持ちがあ
りました。10年ほど前に認知症の一人暮らし高齢者が徘徊時に転倒した事故をきっかけに、対策として地域住民
の情報を普段から知ることが大事であると、現在も定期的に地域福祉委員会を継続し情報交換を行っています。顔
を合わせ話し合いを重ねることで、少しずつ地域の様子が見えるようになってきました。
　今後も寄り添う気持ちと、話し合うことを大切に、小さなステップで地域課題の改善につなげていきたいです。

粟生町地域福祉委員会 （町会単位で地域の課題を把握し協議する活動）

　委員長 荒木　欣二　氏
● 地域福祉委員会で顔の見える関係づくりを

　2024年に地域福祉委員会委員長に就任。粟生町地域福祉委員会活動では、「いきいきサロン」や「街かふぇ」等の集いの場の開催、「買い
物送迎支援」等での助け合い活動を実施。2か月に1回地域福祉委員会を開催し、情報共有を行っている。

　活動を行う上で大切なことは、自分がやれる範囲で、自分が興味のあることを楽しくやっていくということです。そして、決し
て無理をせず、小さなことからやっていくということです。
　活動を続けていくうちに、色々な変化が出てきて、色々なものが見えてくるようになってきました。見えたことは、メンバー間
で情報共有を図りながら、緊密にやっていくことがとても重要だと感じています。

下ノ江ささえあい隊 （移送等を住民の助け合いで支援する活動）

　代表 毎田　雄一　氏
● できる人が、できる時に、できることを

能美市社会福祉協議会

　理事 西川　方敏　氏
● 自分も楽しみながら、自分を生かして活動すること

　10年間どこからも支援を受けられず、大量の不用品の処分に困っていたお宅に対する地域住民との助け合い活動がきっかけとなり、2020年に「ささえあ
い隊」を結成。住民同士、力を合わせて地域で困っている人を支えたいと、高齢者等のお宅の「不用品の搬出支援」や、通院や買い物等の「個別移送・外出支
援」に取り組む他、「住民の健康づくりと交流促進イベントの開催」「こども食堂」で、助け合い活動に取り組んでいる。

　地域における福祉活動に取り組む思い、問題に直面したときの解決策の模索等、時間の許す限りいろいろとお聞きしました。皆
様の参考になれば嬉しく思います。無理なく活動を楽しむ、ネットワーク（つながり）を活用する等、私自身、改めて持続可能な活
動の大切さを認識しました。

　2007年より市ボランティア連絡協議会の一員として、第1次能美市地域福祉活動計画の策定時から参画している。その後、第2、3、4次能美市地域福祉活
動計画「評価委員会」副委員長、2024年からは第4次能美市地域福祉活動計画「評価委員会」委員長に就任。また同年より、能美市社会福祉協議会の理事と
して現在に至る。

し
み
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能美市共同募金委員会
能美市寺井町た8番地1（ふれあいプラザ2階　能美市社会福祉協議会内）

TEL:（0761）58-6200　FAX:（0761）58-6250

共同募金運動にご協力をいただき
ありがとうございました

◎募金にご協力いただいた企業･団体･個人等をご報告します。

～～～～～ ～～～～～

総額　5,512,899円
「じぶんの町を良くするしくみ」

赤い羽根共同募金

　『赤い羽根共同募金運動（10/1～ 12/31）』および『地域歳末たすけあい運動（12/1～ 12/31）』は、
本年も町会・町内会、民生委員・児童委員、学校、企業、各種団体、能美市社会福祉協議会など地
域の皆様にご協力いただき実施しました。
　ご協力いただいた皆様、募金していただいた皆様、並びに街頭募金等にご協力いただいた皆様には、
厚くお礼申し上げます。

共同募金委員会役員で街頭募金
（10/19九谷陶芸村まつり会場にて）

根上校下婦人会様より
（チャリティーバザー益金）

はくさんグリーンクラブ根上会様より
（チャリティーゴルフコンペ益金）

東レ石川工場様より
（職域募金）

社会福祉協議会職員互助会で街頭募金
（10/19いしかわ動物園にて）

（敬称略・順不同）

3,536,554円

～～～～　 ～～～～　地域歳末たすけあい募金 1,976,345円
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浅 井 鉄 工 ㈱
㈱ 鈴 木 鉄 工
㈱タガミ・イーエクス
タ ケ ダ 機 械 ㈱
手 取 化 成 工 業 ㈱
手 取 観 光 ㈱
東 振 精 機 ㈱
徳 野 製 作 所 ㈱

㈱ 徳 久 屋
能 美 市 商 工 会
日本パーツセンター㈱
ハウメット・ジャパン㈱
北陽エンヂニアリング㈱
㈱ 本 螺 子 製 作 所
サ フ ラ ン
サ ラ ダ 館 根 上 店

ダイナム石川能美店
金 沢 信 用 金 庫
J A 根 上
J A 能 美
はくさん信用金庫

（N P O）えん が わ
（NPO）WiWiキッズクラブ
福 島 こ ど も 園

湯 野 こ ど も 園
わかばみどりこども園
能 美 警 察 署
能 美 市 消 防 本 部
郵 便 局
市 立 保 育 園
市 立 小 学 校
市 立 中 学 校

寺 井 高 等 学 校
能美市役所庁舎及び
各サービスセンター他
関 係 施 設 窓 口
能美市社会福祉協議会

能美市美術作家協会
会員出品者

阿 　 部 　 正 　 子
池 　 岡 　 　 　 信
井 　 出 　 行 　 由
稲 　 實 　 恵 　 子

大 　 島 　 信 　 之
海 　 田 　 浩 　 子
上 　 口 　 文 　 治
北 　 　 　 長 　 八
糀 　 元 　 孝 　 夫
小 　 西 　 久 美 子

斉 　 藤 　 敏 　 明
佐 　 藤 　 　 　 剛
嶋 　 崎 　 秋 　 子
田 　 方 　 　 　 勇
高 　 畠 　 奎 　 子
武 　 腰 　 一 　 憲

武 　 腰 　 冬 　 樹
田 　 中 　 克 　 明
田 　 村 　 優 美 子
中 　 口 　 一 　 也
中 　 　 　 憲 　 一
中 　 西 　 四 　 郎

新 　 田 　 智 　 子
東 　 川 　 三 樹 男
東 　 　 　 孝 太 郎
福 　 岡 　 智 　 子
福 　 島 　 武 　 山
福 　 田 　 良 　 則

町会・町内会及び、団体・個人の皆様からご寄付いただきました

職場内及び公共施設等での募金にご協力いただきました

第60回歳末助け合い入札展

・能美市内74町（内）会の皆様・市及び市内3地区老人クラブ連合会・根上校下婦人会
・市及び市内3地区民生委員児童委員協議会
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能美市寺井町た8番地1（ふれあいプラザ2階　能美市社会福祉協議会内）

TEL:（0761）58-6200　FAX:（0761）58-6250

共同募金運動にご協力をいただき
ありがとうございました

◎募金にご協力いただいた企業･団体･個人等をご報告します。

～～～～～ ～～～～～

総額　5,512,899円
「じぶんの町を良くするしくみ」

赤い羽根共同募金

　『赤い羽根共同募金運動（10/1～ 12/31）』および『地域歳末たすけあい運動（12/1～ 12/31）』は、
本年も町会・町内会、民生委員・児童委員、学校、企業、各種団体、能美市社会福祉協議会など地
域の皆様にご協力いただき実施しました。
　ご協力いただいた皆様、募金していただいた皆様、並びに街頭募金等にご協力いただいた皆様には、
厚くお礼申し上げます。

共同募金委員会役員で街頭募金
（10/19九谷陶芸村まつり会場にて）

根上校下婦人会様より
（チャリティーバザー益金）

はくさんグリーンクラブ根上会様より
（チャリティーゴルフコンペ益金）

東レ石川工場様より
（職域募金）

社会福祉協議会職員互助会で街頭募金
（10/19いしかわ動物園にて）

（敬称略・順不同）

3,536,554円

～～～～　 ～～～～　地域歳末たすけあい募金 1,976,345円

45

細 　 川 　 栄 　 子
前 　 田 　 敦 　 子
松 　 井 　 昭 　 代

松 　 村 　 芳 　 明
南 　 　 　 淳 　 一
宮 　 下 　 雅 　 人

明 　 福 　 里 佳 子
山 　 岸 　 青 　 矢

山 　 岸 　 大 　 成
山 　 崎 　 綾 　 乃

山 　 田 　 義 　 明
山 　 近 　 　 　 泰

芸術関係・企業・
商店出品者

浅 蔵 五 十 吉
中 村 重 人
中 村 陶 志 人
西 房 浩 二
本 多 哲 夫
谷 敷 正 人
石川県陶磁器商工業(協)
伊 野 正 峰 ㈱
亀 田 強 商 店
北 出 祥 隆 堂
㈱ 北 野 陶 寿 堂

キ タ ム ラ 陶 園
㈲ 九 谷 苑
九 谷 泉 峯
九 谷 百 万 石
九 谷 物 産 ㈱
九 谷 工 芸 銀 舟
坂 ノ 下 静 岳 堂
㈲ 沢 田 商 店
シ マ サ キ 陶 器
嶋 田 陶 器 ㈱
秀 幸 九 谷 ㈱
㈲ 秀 山 堂
㈱ 青 郊

清 峰 堂 ㈱
創 正 窯
㈲ 多 賀 外 男 商 店
タ ケ オ 陶 器
田 村 金 山 堂 商 会
田 谷 仙 龍 堂
辻 本 商 店
㈱ＴｉＴコーポレーション
寺 井 地 区 公 民 館
㈱ ト ー ホ ー ド ー
中 田 龍 山 堂
中 野 力 勝 商 店
中 村 孝 司 商 店

西 田 三 郎 商 店
西 谷 仙 春 堂
㈱ 白 龍 堂
林 隆 山 堂
伴 製 陶 所
東 白 雅 堂
眉 石 窯
藤 田 弘 司 商 店
㈲ 藤 田 美 山
㈲ 文 吉 窯

（ 同 ）別 所 商 店
豊 月 堂
ほ て い 堂

本 多 一 昌 商 店
㈲マルサン宮本本店
マルゼン岩田商店
㈱ 満 る 文
丸 宮 陶 苑
㈲ マ ル ヨ ネ
万 作 工 房
明 山 陶 房
㈲ 山 上 工 房
㈱山岸九谷焼相互社
山 近 商 店
米 田 陶 香 堂
米 田 友 山 堂

生 　 田 　 絹 　 代
今 　 村 　 洋 　 一
北 野 　 実
北 村 　 健
北 　 本 　 修 　 一
北 　 山 　 和 　 範
熊 　 田 　 弥 　 生
小 　 水 　 和 　 子
高 　 畑 　 外 志 夫
工 　 清 昭
橘 　 伸 一
田 　 中 　 克 　 明
田 　 中 　 知 　 子
田 　 中 　 寿 　 子

田 　 中 　 ひ ろ み
土 　 田 　 喜 代 子
土 　 山 　 春 　 信
寺 　 中 　 清 　 美
中 村 　 忍
中 　 川 　 嘉 代 子
中 　 川 　 純 　 吾
中 　 川 　 二 　 郎
中 　 川 　 政 　 則
中 　 村 　 光 　 雄
西 　 田 　 秀 　 一
西 　 田 　 智 　 子
橋 　 本 　 哲 　 治
畑 　 重 和

林 　 敏 江
原 　 輝 夫
春 　 木 　 章 　 一
東 　 出 　 久 美 子
平 　 田 　 敬 一 郎
平 　 田 　 良 志 乃
藤 　 田 　 友 　 子
星 　 山 　 淑 　 子
星 　 山 　 勇 　 蔵
堀 　 昭 子
本 　 多 　 他 家 志
前 　 多 　 庄 　 治　
村 　 中 　 一 　 美
村 　 中 　 信 　 之

森 　 政 喜
山 　 口 　 暁 　 美
山 　 田 　 浩 志 郎
山 　 本 　 加 惠 子
吉 　 田 　 佳 永 子
吉 田 　 誠
吉 　 本 　 裕 　 子
大 長 野 町
五 間 堂 町
下 ノ 江 町
道 林 町
中 庄 町
西 任 田 町
西 二 口 町

福 岡 町
山 口 町
吉 原 釜 屋 町
根 上 校 下 婦 人 会
登り窯やまぼうしの会
能美市身体障害者福祉協議会
能美市母子寡婦福祉連合会
はくさんグリーンクラブ根上会
㈲ 北 本 農 場
㈱ コ ム レ イ ド
東 レ ㈱ 石 川 工 場
㈲根上保険事務所
㈱ ビ ル カ ン

個人及び、町会・町内会及び、団体・企業の皆様からご寄付いただきました

歳末助け合い入札展益金1,300,227円が、
能美市共同募金委員会 本裕一会長に贈呈されました 素晴らしい作品が多数出展されました

※�能美市美術作家協会、能美市商工会、石川県陶磁器商工業協同組合、
九谷上絵協同組合、能美市中央公民館からの寄付金、出品等、多大な
ご協力をいただきました。厚くお礼申し上げます。�
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2月22日㈯～3月2日㈰
3月13日㈭
3月25日㈫

春 まち ぽかぽか プロジェクト
第2回能美市成年後見地域連絡協議会
理事会・評議員会

相談日のお知らせ（令和7年3月～5月分）

【予約・お問合せ】　くらしサポートセンターのみ（☎0761-58-6603）

開催場所：ふれあいプラザ

● 弁護士無料法律相談 　
要予約
13時30分～15時30分

開催日
  3月
  4月
  5月

 7日㈮　17日㈪　28日㈮
11日㈮　21日㈪　25日㈮
 9日㈮　19日㈪　30日㈮

※相談時間は一組およそ30分、1日4組迄です。
※利用回数に制限があります。詳細はお問い合わせください。

開催場所：ふれあいプラザ

● 行政書士無料相談 　

開催日
  3月
  4月
  5月

13日㈭
17日㈭
15日㈭

※相談時間は一組およそ30分、1日4組迄です。

要予約
13時30分～15時30分

★対象：能美市在住の方
★予約状況によっては、次回の日程を
　ご案内させていただきます。

● 生活困窮に関する相談
※要 事前電話連絡随時

※要 事前電話連絡随時

就労支援や家計相談、生活に必要
な資金の貸付相談・支援を行います。

● 権利擁護に関する相談

認知症や障がいのある方に対して、
日常的な金銭管理や成年後見制度
の相談・支援を行います。

これからの予定

● 心配ごと相談 　
13時30分～15時30分（最終受付：15時）
申し込み不要

毎月25日 根上サービスセンター

毎月 5日（4月は7日㈪、5月は7日㈬） ふれあいプラザ
毎月15日 辰口福祉会館

開催日 開催場所

　

参加申し込み不要 9時30分～13時30分

水曜日 西二口町公民館(コミュニティセンター)
木曜日 粟生コミュニティセンター

火曜日 岩内コミュニティセンター
開催日 開催場所

ふれあい弁当 第1・3水曜日
子育て応援弁当 毎週水曜日 及び 第2・4金曜日

実施日

　妊娠中の方や未就園の子どもとその親・祖父母
などが気楽に集い、ふれあいや交流を深めたり、
気軽に子育ての相談をしあえるサロンです。サロ
ンでは、先輩ママがスタッフとなりママ友相談もし
ています。

　ふれあい弁当は、一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、障害者のみの世帯に対し、安否確認を併せて見守り活動を行って
います。子育て応援弁当は、産前と産後2か月までのママとその家族に対しお弁当をお届けしています。主任児童委員が配達し
地域ぐるみで、子育てを応援しています。　　※ 詳しい利用対象及び申込方法等については、お問合せ下さい。

● 親子サロン（ママ友相談）

● ふれあい弁当・子育て応援弁当

参加申し込み不要 13時30分～15時30分

毎月第3火曜日

（ （ 3月18日㈫、4月15日㈫
 5月20日㈫ 

ふれあい
プラザ

開催日 開催場所

　高齢期を迎えての健康や暮らし方の不安、介護をし
ていての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合い
ませんか。「能美市介護を考える会」会員がスタッフと
してお待ちしています。どなたでも気軽にご参加くだ
さい。

● ほっとあんしんサロン
【お問合せ】　能美市社会福祉協議会（☎0761-58-6200）　

※祝日および第５週目は、お休みになります。

※祝日及び第5週目は、お休みになります。

申し込み要相談

令和7年
2月～3月

ありがとう
　ございました

令和6年11月16日～
　令和7年1月15日（敬称略）寄付御礼

・故 荒田 正信（赤井町）

お気軽に
  ご相談ください。
  秘密は厳守します。

　民生委員・児童委員や人権擁護委員、行政相談委員が相談員として、
住民の日常生活上の相談に応じ、適切な助言等を行います。
※相談時間は、一組およそ30分です。

日（5月は26日㈪）

歳末フードパントリーを開催
12月21日（土）、22日（日）　ふれあいプラザ

　市民の方々や団体・企業のご寄
付で頂いた米や食料品、日用品な
どを、生活に不安や困りごとを抱
える72世帯の方にお配りしました。
受け取った方々からは、「助かりま
す」「ありがとうございました」「年末
に使います」など、感謝の言葉があ
りました。
　今回は子育て世帯対象の時間を設けたことで21世帯の子育て世帯の方が来所され、
子ども向けの商品を選び喜ばれていました。
　「カフェコーナー」では、コーヒーなどを飲みながら、「気軽にお茶を飲める居場所が
あるとよい」や「自分も話し相手ならできる」などの声が聞かれました。

カフェコーナーの様子

正会員

賛助会員

組織・団体・企業からの会費の会費納入一覧（敬称略）※12月発行広報誌「ほほえみ第78号」P6.7の　「会員会費加入状況」に記載以降の納入分

会員会費の御礼と最終報告能美市社会福祉協議会
（令和6年12月末日）

総額 3,756,400円
正会員 個人（1,000円） 1,032人 1,032,000円

組織・団体・法人（5,000円） 85社 425,000円うち
賛助会員 個人（300円以上） 3,079人 1,654,400円

団体・企業（3,000円以上） 178社 645,000円（ ）
今年度の会員会費募集につきまして、下記の結果となりました。
皆様のあたたかいご理解とご協力をいただきありがとうございました。

 

フードドライブ

令和6年11月16日～
　　　令和7年1月15日 （敬称略）
・辰口校下婦人会
・ファミリーマート

納入して頂いた会員会費は、
今年度、地域の自助互助の地
域福祉活動やふくしの情報発
信などの事業等に活用させて
いただいています。

寄付御礼
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笑顔で喜ばれていました

聴覚に障がいのある人や聞こえにくい方対象のサロンです。
レクリエーションや制度・サービス等の情報提供等を行い、
社会参加を支援する集いの場です。
（ボランティアスタッフのサポートがあります。） 【参加希望・お問合せ】能美市社会福祉協議会（☎0761-58-6200）

【実施場所】 寺井地区公民館
【実施回数】 月1回（第4水曜日）
【参 加 費】 1回200円

参加者募集

・12月7日（土）、8日（日）の
二日間にわたり、寺井地
区公民館にて開催したフ
ードドライブでは、48人、
649点（約291kg）の食
品・日用品をご寄付頂きま
した。

福耳ネット

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会
〒923－1121 石川県能美市寺井町た8番地1（ふれあいプラザ2階）
 ☎ 0761-58-6200　FAX 0761-58-6250
 nomi@nomi-shakyo.jp

ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、本会までご一報いただけると幸いです。

◉能美市ボランティア・ ☎ 0761-58-6200　FAX 0761-58-6250
　コミュニティ活動支援センター ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp/vc
◉くらしサポートセンターのみ ☎ 0761-58-6603　FAX 0761-58-6733
◉能美市寺井あんしん相談センター ☎ 0761-58-6117　FAX 0761-58-6733
◉能美市老人福祉センター 白寿会館 ☎ 0761-55-3149　FAX 0761-55-3149
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組織・団体・企業からの会費の会費納入一覧（敬称略）※12月発行広報誌「ほほえみ第78号」P6.7の　「会員会費加入状況」に記載以降の納入分
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フードドライブ
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笑顔で喜ばれていました

聴覚に障がいのある人や聞こえにくい方対象のサロンです。
レクリエーションや制度・サービス等の情報提供等を行い、
社会参加を支援する集いの場です。
（ボランティアスタッフのサポートがあります。） 【参加希望・お問合せ】能美市社会福祉協議会（☎0761-58-6200）

【実施場所】 寺井地区公民館
【実施回数】 月1回（第4水曜日）
【参 加 費】 1回200円

参加者募集

・12月7日（土）、8日（日）の
二日間にわたり、寺井地
区公民館にて開催したフ
ードドライブでは、48人、
649点（約291kg）の食
品・日用品をご寄付頂きま
した。

福耳ネット

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会
〒923－1121 石川県能美市寺井町た8番地1（ふれあいプラザ2階）
 ☎ 0761-58-6200　FAX 0761-58-6250
 nomi@nomi-shakyo.jp

ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、本会までご一報いただけると幸いです。

◉能美市ボランティア・ ☎ 0761-58-6200　FAX 0761-58-6250
　コミュニティ活動支援センター ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp/vc
◉くらしサポートセンターのみ ☎ 0761-58-6603　FAX 0761-58-6733
◉能美市寺井あんしん相談センター ☎ 0761-58-6117　FAX 0761-58-6733
◉能美市老人福祉センター 白寿会館 ☎ 0761-55-3149　FAX 0761-55-3149
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持ち込み場所

 

能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、G-Hills に収集ボックスを設置しています。

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき誠にありがとうございます。
令和6年11月16日～令和7年1月15日の期間、プルタブの収集にご協力くださった方々を一部ご紹介します。

株式会社オノモリ 2kg　　大成町町内会 15kg （敬称略・順不同）

プルタブ・エコキャップ収集の協力御礼

※ベルマーク、古切手、使用済みインクカートリッジも集めています。

＊エコキャップについては、洗浄した状態で㈱日本海開発（山口町）に直接お持ちいただくこともできます。

報告　

報告　

報告　

能美市ジュニアボランティアクラブ
親子でボランティア活動体験

ボランティア活動を知って、始めてみませんか！

ボランティア活動保険新規加入・更新のご案内

〈ボランティア活動きっかけづくり講座〉

　「ボランティアをやってみたい！」「何かできることを探している」「他にどんな活動がある
のか知りたい」など、ボランティア活動を探している方やこれから始めたいと思っている
方に楽しく始めるきっかけの講座を行います。ぜひ、ご参加ください♪

●令和7年度の新規加入・更新手続きの申請を受付けます。ボランティア活動中の事故やけがを補償
する全国社会福祉協議会の団体保険です。

●能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターに登録する方には、掛け金を能美市社会福祉協
議会が助成します。

情報

情報

2月23日（日）　13時30分～15時日　　時
ふれあいプラザ 2階会　　場

無料参 加 料

能美市内の方対 象 者

日本国内における「自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動」
ケガの補償【急激かつ偶然な外来事故】や賠償責任の補償【対人・対物事故】に加えて、特定感染症
【新型コロナウイルス感染症は対象外】も対象になります。    
基本プラン（死亡保険金 後遺障害保険金1,040万円、通院保険金日額4,000円）
令和7年4月1日～令和8年3月31日

令和7年3月14日（金）まで
※お問い合わせは、ボランティア・コミュニティ活動支援センター（☎0761-58-6200）までご連絡ください。

～ 活動の振り返り ～
★ボランティア活動をして楽しいと感じたところ
　・ボランティアをすることで相手がうれしくなってくれること。
　・いろいろな人と出会えること。
★ボランティア活動をして気づいたこと
　・たくさんの人がボランティア活動をしていること。
　・思ったより楽しくて達成感がある。

「辰口クリーンプロジェクト」
（学校周辺の清掃活動）

ボランティア活動への学びを深めました！
（参加親子15名）

～ 市内3中学校 合同報告会 ～ 12/19㈭

中学生ボランティアチャレンジ体験 
各中学校のボランティア活動

ふれあい弁当配達ボランティア

7/26㈮　辰口中学校

「コネクストNOMI」
（高齢者施設でレクリエーション交流）

11/19㈫　寺井中学校

「フードドライブボランティア」
（食品等収集・仕分け作業）

11/18㈪～20日㈬　根上中学校

  〈市内3中学校が企画〉

ボランティアについて
ボランティアグループのお話・体験

内　　容

下記の電話またはメール、申込フォームにてお申込みください。　
電　話 ： 0761-58-6200　
メール ： machizukuri@nomi-shakyo.jp

申込方法

対象活動

補償金額
補償期間

申込締切

名前 ・ 住所 ・ 連絡先（電話またはメールアドレス）申込内容

ボランティア紹介・体験 内容
・収集ボラ
・居場所づくりボラ
・福祉体験、
　障がい高齢者支援ボラ

・・・
・・・
・・・

山ぼうしの会
三道山子ども食堂
能美市赤十字奉仕団チーム20

カフェコーナーも
あるよ！

申込フォームはこちら チラシ

報告

最新ボランティア登録数
1.15（R7.1.15現在）2,899人（個人も含め）83グループ

ボランティアセンターだより
地域で暮らす一員として、だれもがボランティア活動を行いたいものです。
できることをできるだけ！一緒にやりましょう！！
ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

11/2（土）ふれあいプラザ
ふれあい福祉交流会に参加し、ボッチャ
などのスポーツを通して、仲良くふれあ
うことができました。（参加親子15名）

11/9（土）辰口福祉会館
施設の職員さんや利用者の方々とeスポ
ーツやレクリエーションで楽しく交流しま
した。（参加親子15名）

11/16（土）G‐Hills

みんなの街フェスに参加し、ブースのお
手伝いの後にみんなで活動の振り返り
をしました。（参加親子17名）

12/7（土）根上総合文化会館

ボランティア活動の気づいたことを発表！

「ボランティア活動チャレンジ体験」の活動終了後、お互いの活動を、
Zoomを活用し報告し合いました。それぞれの学校の取り組みに質問を
したり、思いを聞いたりしたことで、「次年度以降の活動のヒントになっ
た」「3中学校で一緒に企画もしてみたい」などボランティアの大切さを学
ぶとともに、つながりあう機会となりました。

11月6日（水）、寺井中学校35名が一人暮らし高齢者等へお弁当をお届けしました。参加
した生徒の皆さんからは「おじいちゃん、おばあちゃんの笑顔やありがとうの言葉が嬉し
かった」「笑顔になってもらえるボランティア活動ができたらいい」「来年も参加したい」な
どの声があり、充実した活動となったようです。
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このまちで人々のこころの豊かさを感じる９日間！！ 地域共生社会って
なぁに？

〜つながりはあふれる笑顔　 あなたのひと声から〜

誰もが幸せに暮らせるまちをめざして！！

令和６年度は、令和７年２月２２日（土）〜３月２日（日）

市地域福祉活動計画を推進する３つの委員会及び
全体の取り組みを理解するプログラム ① ② ⑨ ⑮ ⑱

第4次能美市地域福祉活動計画（令和4年度～令和8年度）を推進する市民参画の3つの委員
会の1年間の取り組みの報告と、市民団体などの支え合い、助け合い活動について話し合う機
会です。全18プログラムで開催します！！　詳しくは、当会HPをご覧いただくか、市内公共施設
に設置してあるチラシをご覧ください。

春ぽか
スタンプ
ラリー

プログラムに
参加して、
スタンプを
集めよう！
5個以上でプレゼント進呈!!

全てのプログラムに、どなたでもいくつでもご参加いただけます。
お気軽にお越しくださいね！

会場：ふれあいプラザ（他、市内各施設）

日時：２月２２日（土）〜３月２日（日）

社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和7年2月1日発行 視覚に障がいのある方等で、広報誌の
音訳テープを聞いてみたいと思われる方は、
社会福祉協議会までお知らせ下さい。

第79号

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。
この広報誌には、発行費の一部に「会員会費」「共同募金の配分金」があてられています。

◆１８プログラム◆
プログラム 主催・協力

 P2～3 特集  第20回能美市社会福祉大会
  記念講演・パネルディスカッション報告
 P4～5 共同募金運動報告
 P6 歳末お見舞金贈呈／歳末フードパントリー開催／
  フードドライブ寄付御礼
  会員会費の御礼と最終報告／福耳ネット参加者募集
 P7 相談日のお知らせ／これからの予定／寄付御礼
 P8～9 ボランティアセンターだより
 P10 「春 まち ぽかぽか プロジェクト」のお知らせ

目次

「今年もすこやかに暮らせますように」と願いをこめて

　ふれあい弁当事業を利用される対象者に、「お
せち風弁当」と「福梅」を添えて、お正月気分を
感じとっていただきました。「おせち風弁当」は
毎年、企業貢献として奈々ずし様より、また、掛
け紙は地域のボランティアや施設等に協力して
いただいています。お弁当を受け取られた利用者
の方は、「いつも楽しみにしています。」と、大
変喜ばれていました。

関連事業として　「福祉の魅力発信‼ぽかぽかパネル展示」「ぽかぽかミニコンサート」を開催！

① オープニング ……………………………………
② 聴いて・話して・つながって！……………………
③ ゆるにこひろば …………………………………
④ ひきこもり支援講演会 …………………………
⑤ 被災者から学ぶ …………………………………
⑥ ボランティア活動きっかけづくり講座 ………
⑦ 集まれボランティア！……………………………
⑧ ようこそ のみんひろばへ！……………………
⑨ つなげよう声かけ合って地域の輪 …………
⑩ ほっとあんしんサロン …………………………
⑪ 世界はともだち …………………………………
⑫ “傾聴”は、人をつなぐ 心の架け橋 …………
⑬ めざそう、足腰丈夫で ニコニコ100歳‼…
⑭ 権利擁護と財産管理について学ぼう ………
⑮ 居場所 いい場所‼ ……………………………
⑯ 人の喜びが自分の喜び…………………………
⑰ フードドライブ……………………………………
⑱ クロージング 地域福祉のつどい ……………

こころ豊かな地域づくりの会・市社会福祉協議会
こころに寄り添い合う人づくり委員会
のみ♥子育てネットワーク・市福祉課
アウトリーチ支援事業CLUE・のみワークポートりんく・市いきいき共生課
市民防災ネットワーク
市ボランティア・コミュニティ活動支援センター
市ボランティア連絡協議会
のみ♥子育てネットワーク・市社会福祉協議会
見守り・助け合い推進委員会
市介護を考える会
市国際交流協会
市傾聴ボランティア連絡会（うなづき）・たすけあいライフサポーター（えがお会）
市老人クラブ連合会 
市社会福祉協議会
くらし応援委員会
市民生委員児童委員協議会
くらし応援委員会・市社会福祉協議会
こころ豊かな地域づくりの会・市社会福祉協議会

新年にあたり
心のあたたまるお弁当を
お届けしました

新年にあたり
心のあたたまるお弁当を
お届けしました
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